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第６８回評価会議議事録 

 

１ 開会  

 

２ あいさつ（佐久間危機管理監）  

日頃、委員の皆さまには、柏崎刈羽原子力発電所周辺の放射線監視及び温排水による影響

調査に、適切なご助言・ご指導をいただきありがとうございます。 

また、本日は、年度末の大変お忙しいなか、ご出席いただきまして、心から感謝申し上げま

す。 

 監視調査は、県及び東京電力が実施していますが、その結果や方法などを互いに確認する

こと、加えて、この会議において、学識者、関係団体等の皆さまから、発電所の管理状況や

周辺環境への影響を確認、評価いただくことが、調査結果の信頼性と透明性をより一層高め、

県民の皆さまの安全に繋がるものと考えております。 

 また、県では、万が一の原子力災害に備え、緊急時用のモニタリングポストの整備を進め

ており、今後、測定データを試験的ですが、公開する予定としております。 

放射線量などを綿密に測定し、情報を、速やかに、かつ分かりやすくお伝えできるよう、引

き続き、県民の皆さまの安全安心を第一に取り組んでまいります。 

 本日の会議は、平成 30 年度の放射線と温排水の環境監視調査の年度計画について、お諮り

するものです。 

委員の皆さまから活発にご意見をいただき、今日の会議が有意義なものとなるよう祈念い

たしまして、冒頭の開会のあいさつとさせていただきます  

 

３ 議事 

〔司会：伊藤原子力安全広報監〕  

それでは、これから議事に入らせていただきます。 

本日は会長が欠席のため、評価会議運営要綱第５条第１項の規定に基づき、あらかじめ会

長から議長として新潟県危機管理監の佐久間が指名されております。 

これからの議事進行については、佐久間危機管理監にお願いいたします。よろしくお願い

します 。 

 

〔議長：佐久間危機管理監〕 

 議長に指名をいただいた佐久間です。円滑な議事の進行にご協力をお願いいたします。 

 それでは、次第に従って進めてまいります。まず、会議次第の「３報告」に入ります。 

 「柏崎刈羽原子力発電所の最近の状況について」、東京電力から報告をお願いします。 

 

〔東京電力ホールディングス(株)：橘田常務執行役 新潟本社代表兼新潟本部長兼原子力・

立地本部副本部長〕 

東京電力ホールディングス新潟本社代表の橘田です。 
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福島第一原子力発電所の事故から７年の月日が経過いたしました。 

今なお、福島県の皆さま、新潟県の皆さま、そして広く社会の皆さまに、大変なご迷惑と

ご心配をおかけしておりますことを改めてお詫びを申し上げたいと思います。誠に申し訳あ

りません。 

本会議の開催にあたりまして、長期にわたり、評価をいただいております委員の皆さまの

ご尽力に、改めて、心から御礼申し上げます。誠にありがとうございます。 

本日この後は、柏崎刈羽原子力発電所の状況及び放射線・温排水の調査年度計画、更には

福島第一原子力発電所の最近の状況につきまして、ご報告をさせていただきます。先生方の

ご意見やご要望につきまして真摯に承る所存でおりますので、ご指導の程よろしくお願いい

たします。 

 

〔東京電力ホールディングス(株)：設楽執行役員原子力・立地本部柏崎刈羽原子力発電所長〕 

発電所長の設楽でございます。 

【報告資料（柏崎刈羽原子力発電所の最近の状況について）を説明（東京電力）】 

 

〔議長：佐久間危機管理監〕 

 ありがとうございました。ただ今の報告について、御質問、御意見がございましたらご発

言下さい。 

 

〔今泉委員〕 

 確認なのですが、Ｐ14 の「モルタルにより補修を行い」とあるのですが、こういったもの

は、モルタルでもよい、といった法令の基準はあるのですか。それに準拠しているという解

釈で良いですか。 

 

〔東京電力ホールディングス株式会社：設楽所長〕 

 はい、是正個所につきましても、是正計画書を建築主事に確認いただき、そのとおりに是

正していることを確認いただいております。 

 

〔今泉委員〕 

 今までもそうやってこられたのでしょうか。 

 

〔東京電力ホールディングス株式会社：設楽所長〕 

 手順としては同じでございますが、なにぶん数が多かったものでございますから、我々の

方で十分確認ができていないところ、その中で見ていただいたところ、実際にできていなか

ったことがありました。 

 

〔今泉委員〕 

 そのあたりをできる限りもう一度見直していただきたいと思います。 
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〔東京電力ホールディングス株式会社：設楽所長〕 

 はい、今後も改造工事等がありますのでやっていきたいと思います。 

 

〔議長：佐久間危機管理監〕 

 他にございますでしょうか。 

 

〔工藤委員〕 

 こういうところは、もともと建設のときからあったのか、それとも後から処置してパイプ

を通すとか、そのあたりの割合などをご存知でしょうか。 

 

〔東京電力ホールディングス株式会社：設楽所長〕 

 建設の中で、両方含まれておりますが、建設の段階と、その後の改造工事、それも結構古

い段階の改造工事ですが、その箇所数は私もはっきりと把握しておりませんので、わかりま

した時点で回答させていただきたいと思います。 

 

〔工藤委員〕 

 後から作る場合は、こうしなくちゃいけない、ということが分かっていると思うんですよ

ね。それが初めの段階だと、やるつもりだったのにやらなかった、ということなのですけど、

後から工事したものもそういう処置をしていないということが気にかかりました。 

 これからもそのようなことが出てくる可能性はあると思うのですが。 

 

〔東京電力ホールディングス株式会社：設楽所長〕 

 確かに建設段階で通す予定のものが、そのままになっていた箇所もありましたし、先生に

ご指摘いただいたように、改造工事でそのままになっていた箇所もございました。 

 改造工事でそのままになっていた箇所は、この場所が防火壁であるということの確認を、

ここであれば詳しいのは建築グループですが、こういう部署としっかり確認、情報共有する

ルール、こういうことができていなかったことが大きな問題だったと思っていますので、そ

こはしっかり対応していきたいと思います。 

 

〔議長：佐久間危機管理監〕 

 他にございませんか。 

 

〔細井委員〕 

 Ｐ14 を拝見いたしますと、地下５階の貫通部に塩ビ管が通っていたということですが、こ

のような防火の施設のところに塩ビ管というのはあり得るのでしょうか。鋼管だったらわか

るのですが、問題があるのではないですか。 
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〔東京電力ホールディングス株式会社：設楽所長〕 

 そのため撤去しました。そもそも穴をあけてはいけない箇所に穴があったということです

ので、そもそもそういう施工をしてはいけない箇所でした。塩ビ管もまずかったので撤去し

ました。 

 

〔細井委員〕 

 ほかにこのような、鋼管を使うべきなのに塩ビ管を使った箇所はありますか。 

 

〔東京電力ホールディングス株式会社：設楽所長〕 

 穴をあけた個所はふさいでおりますので、今現在私自身が持っている情報は他にありませ

ん。違っていたら訂正させていただきますが、ここ以外にはそういったことはなかったかと

思います。 

 

〔議長：佐久間危機管理監〕 

 他にございますでしょうか。 

 

〔飯泉委員〕 

 液状化のところで、西山層の記載がでてきますが、どのような地層ですか。 

 

〔東京電力ホールディングス株式会社：武田副所長〕 

 ここででてくる西山層は原子炉建屋、タービン建屋など重要な施設を岩着させている地層

です。古さでは 200～300 万年前それよりも古い時代に広がった地層になります。 

 

〔議長：佐久間危機管理監〕 

ありがとうございました。ほかに、ご質問はございませんか。 

 ないようでございますので、次に移ります。 

 

４ 議事 

議事（１）平成 29 年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画について 

〔議長：佐久間危機管理監〕 

それでは、会議次第の「３ 議事」に入ります。 

 

 （１）「平成 30 年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画」について、

県と東京電力から続けて説明いただき、まとめてご審議いただければと思います。 

それでは、県、東京電力の順に説明をお願いします。 

 

〔新潟県：諏訪放射線監視センター所長〕  

新潟県放射線監視センター所長の諏訪でございます。 
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【議事資料 No.1-1（平成 30 年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画

（案））、議事資料 No.1-2（平成 30 年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度

計画（案）新旧対照表）を説明（新潟県）】 

 

〔議長：佐久間危機管理監〕  

それでは引き続き、東京電力から報告をお願いします。  

 

〔東京電力ホールディングス(株)：長谷川柏崎刈羽原子力発電所原子力安全センター放射線

安全部長〕  

 発電所の放射線安全部長の関矢でございます。 

【議事資料 No.2-1（平成 30 年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画

（案））、議事資料 No.2-2（平成 30 年度柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度

計画（案）新旧対照表）、を説明（東京電力）】 

 

〔議長：佐久間危機管理監〕  

ありがとうございました。  

ただいまのご報告につきまして、ご質問、ご意見等ございますでしょうか。  

 

〔今泉委員〕 

 新潟県さんのデータの処理の方法で、精度管理をやっているとのことですが、精度管理に

も色々方法があると思うのですが、個数が多ければ問題にならないと思いますが、個数が少

ないと方法によっては結果が変わってくると思います。 

 県で使っていた、測定データの処理方法、集団の管理方法は、変遷しているのでしょうか。

それともずっと一緒だったのでしょうか。 

 

〔新潟県：諏訪放射線監視センター所長〕 

 平均を出すとか、データの評価のための管理の方法は、最初の頃から基本的に変わってい

ないと考えております。 

 

〔今泉委員〕 

 そうなると、規制庁とか文科省等が変わってきたということですか。 

 

〔新潟県：諏訪放射線監視センター所長〕 

 精度管理の評価の方法は、少し変化しているところがございまして、平成 23 年度から今の

形になったと聞いています。合っているか合っていないかは、不確かさを取り入れています。

私たちの測定値と対照機関（分析専門機関）の測定値を比較し、その差が不確かさを超える

か超えないかで評価しています。 
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〔今泉委員〕 

 ということは、以前のデータ処理方法を使った結果と、現在の処理方法を使った結果とを

比較して、それで正確性を確認しているということですね。 

 

〔新潟県：諏訪放射線監視センター所長〕 

 相手の機関と私どもで同一試料を分析し、両者の測定値の差を不確かさで割った数値で評

価しています。 

 

〔品田委員〕 

 赤坂山浄水場の測定が表から削除されていますが、どこにいったのですか。 

 

〔新潟県：諏訪放射線監視センター所長〕 

 赤坂山浄水場の測定地点というのは、緊急時、万が一のときに測定する場所です。可搬型

のモニタリングポストを置いて空間放射線量率を把握しようとしています。 

 それで、練習を兼ねてということもあると思いますが、年２回可搬型モニタリングポスト

を置いて測定しておりました。 

 ところが、ＵＰＺ地域に 126 箇所モニタリングポストを設置して緊急時の線量の変化を見

るということになりまして、赤坂山浄水場には可搬型モニタリングポストが常設されること

になりました。 

 ですから、補助調査として同じ場所で測定する必要はないということで、削除したいと考

えたものです。 

 

〔品田委員〕 

 では、赤坂山浄水場で計測をする、それはこういう計画外でやりますという意味ですか。 

 

〔新潟県：諏訪放射線監視センター所長〕 

 はい。監視調査ではないですが、実質的に調査はしています。 

 

〔今泉委員〕 

 ちょっと聞き忘れたのですが、資料Ｎｏ.1-1 のＰ19 ですが、クロスチェックを実施した結

果については 公にするのでしょうか。 

 

〔新潟県：諏訪放射線監視センター所長〕 

今までは内部にとどめていましたので、今後検討させていただきたいと思います。 

 

〔工藤委員〕 

 東電で牛乳の業者が辞めたので、他のところでするということは県と 2 つでやるのですよ

ね。それが他のところは 1 箇所 1 つでやっているので、両方でやってほしい、とか、なんで
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県と東電と両方でやるんだ、等何か問題はありませんか。 

 

〔東京電力ホールディングス株式会社：長谷川部長〕 

 そういうところはないかと思っております。 

 また、この西長鳥の生産者は、廃業された北条の方からの推薦もございましたので、そう

いったところの問題はないかと考えています。 

 

〔議長：佐久間危機管理監〕 

他にございませんか。 

修正等のご意見がないようですので、原案のとおり、了承してよろしいでしょうか。 

それでは、原案のとおり決定いたします。 

次に、（２）の「平成 30 年度柏崎刈羽原子力発電所 温排水等漁業調査年度計画」につい

て県と東京電力から続けて説明いただき、まとめてご審議いただきたいと思います。 

それでは、県、東京電力の順に説明をお願いします。 

 

〔新潟県：藤田水産海洋研究所所長〕  

新潟県水産海洋研究所長の藤田でございます。  

【報告資料 No.３（平成 30 年度柏崎刈羽原子力発電所温排水等漁業調査年度計画（案）） を

説明（新潟県）】 

 

〔議長：佐久間危機管理監〕  

ありがとうございました。  

それでは、東京電力から報告をお願いします。  

 

〔東京電力ホールディングス(株)：武田柏崎刈羽原子力発電所副所長〕  

発電所の武田でございます。  

【報告資料 No.４（平成 30 年度柏崎刈羽原子力発電所温排水等漁業調査年度計画（案））を

説明（東京電力）】 

 

〔議長：佐久間危機管理監〕  

ありがとうございました。ただいまのご説明につきまして、ご意見、ご質問などはござい

ますでしょうか。  

 

〔藤川委員〕 

新潟県の資料Ｎｏ.３のＰ２で「定線Ａ～Ｐの水深～」と書いてあり、その各地点で水深５

ｍ層の流向、流速を測定するということで、この前と後の「水深」の関係が分からなかった

ので教えていただきたいんですが、これはあくまで水深５ｍ層を測定するということですか。 
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〔新潟県：藤田水産海洋研究所長〕 

その通りでございます。それぞれの定線の水深の５ｍのところを確認するということです。 

 

〔藤川委員〕 

 ということは、「定線Ａ～Ｐの水深～」ということは関係ないということですね。 

ちょっと表現が分かりにくいですね。 

 

〔新潟県：藤田水産海洋研究所長〕 

 それぞれの定線において、その水深の地点における水深５ｍのところを測定するというこ

とです。 

海の断面図を想像すると、沖に行くと水深が深くなっていきますが、そこの１５ｍ、２０

ｍ・・のところの水深５ｍを測るということです。 

 

〔藤川委員〕 

ということは、それぞれのところに流速計を設置して複数お使いになっているという理解

でよろしいでしょうか。 

 

〔新潟県：藤田水産海洋研究所長〕 

装置は船に備え付けですので、航行しながら 1台の機械で水深 5ｍの流速を測ります。 

 

〔工藤委員〕 

だから、図１の 10ｍ20ｍの線は、その深さがあるのでそこで測定しますよと、そこの水深

5ｍのところを測定すると。 

 

〔新潟県：藤田水産海洋研究所長〕 

わかりにくい表現で申し訳ありません。よろしいでしょうか。 

 

〔藤川委員〕 

はい。 

 

〔今泉委員〕 

そうしますと、図 1の定点Ａというのは水深どのくらいですか。これは水深 15ｍというこ

とですか。 

 

〔新潟県：藤田水産海洋研究所長〕 

定線Ａを見ていただきますと、横に定深線があります。そこと定線がクロスした場所が測

定地点となります。 
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〔今泉委員〕 

そうすると、定点Ａは 40ｍということですね。 

 

〔新潟県：藤田水産海洋研究所長〕 

 はい、定点Ａと言いますか、定線Ａの沖側は水深が 40ｍとなります。 

 

〔藤川委員〕 

はい、理解しました。ちょっと表現が難しいかなと思います。 

  

〔議長：佐久間危機管理監〕  

ご意見がないようですので、若干の表現についてございますけど、これは毎年同じ表現で

すか。 

 

〔新潟県：藤田水産海洋研究所長〕 

はい、表現は変わっておりません。方法も一緒です。 

 

〔議長：佐久間危機管理監〕  

そうですか。それでは修正等のご意見はないようですので、原案のとおり、了承してよろ

しいでしょうか。 

それでは、原案のとおり決定いたします。 

続けて（３）報告「対照期間の見直しについて」に移ります。 

 事務局から説明をお願いします。 

 

〔新潟県：葉葺〕  

新潟県防災局原子力対策課放射能対策室の葉葺でございます。 

【報告資料 No.５（対照期間の見直しについて）を説明】 

 

〔議長：佐久間危機管理監〕  

ありがとうございました。ただいまのご説明につきまして、ご意見、ご質問などはござい

ませんか。  

ご意見もないようですので、対照期間の見直しについて案のとおりとしてよろしいでしょ

うか。 

ありがとうございました。 

これで、４議事を終了します。円滑な議事の進行にご協力いただきありがとうございまし

た。 

 

５ その他 

〔議長：佐久間危機管理監〕 
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次に、会議次第の「５ その他」に入ります。 

「福島第一原子力発電所の最近の状況」について東京電力から説明をお願いします。 

 

〔東京電力ホールディングス(株)：渡辺原子力安全・統括部長〕  

東京電力ホールディングス株式会社 原子力安全・統括部長の渡辺でございます。 

【その他資料（福島第一原子力発電所の最近の状況について）を説明（東京電力）】  

 

〔議長：佐久間危機管理監〕  

ありがとうございました。  

ただ今の説明について、ご質問、ご意見等はございますでしょうか。 

 

〔今泉委員〕 

 Ｐ２の「重層的な汚染水対策の効果」の山側から遮水壁を通って、海側に行くと、そのな

かで例えばトリチウムは、山側ではどのくらいで、海に流れるとどのくらいになるのかとい

うデータがあったら教えていただけないでしょうか。 

 

〔東京電力ホールディングス(株)：渡辺原子力安全・統括部長〕 

 お答えいたします。陸側遮水壁より山側から地下水バイパスを通るトリチウムの濃度です

が、採取箇所で濃度は違いますが、平均すると山側で 100～200Ｂｑ/Ｌあります。 

 

〔今泉委員〕 

 山側でそんなにあるんですか。海に流れるところではどのくらいですか。 

  

〔東京電力ホールディングス(株)：渡辺原子力安全・統括部長〕 

 これは山側で測定し、それを海に流しています。この値で管理して海へ放出しています。 

 

〔今泉委員〕 

 ということは、海側のデータはないということですか。 

 

〔東京電力ホールディングス(株)：渡辺原子力安全・統括部長〕 

 再度確認いたしまして回答します。 

 

〔今泉委員〕 

 私の記憶では、降水中のトリチウム濃度は大体１Ｂｑ/Ｌです。今 100～200Ｂｑ/Ｌという

のは山側ではかなり高いと思います。 

 

〔議長：佐久間危機管理監〕  

 それでは他に何かありませんか。 
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〔工藤委員〕 

 遮水壁に関して、建屋周辺を迂回しているとありますが、地下水自体がどのくらい迂回し

ているか、そういうのは、今までとどのくらい違って、どのくらいの割合が迂回しているの

かという定量的な値はありますか。 

 

〔東京電力ホールディングス(株)：渡辺原子力安全・統括部長〕 

 どのくらいの量の地下水が迂回しているかということは、なかなか解析等では難しいとこ

ろでございます。どのくらいの量が増えたり減ったりしているかは把握してございませんが、

基本的には陸側遮水壁を通って建屋の中に流れ込む量につきましては、低減していると評価

してございますので、実装的な水の管理システムができていると評価してございます。 

 

〔工藤委員〕 

 確かに建屋の中に行っていないということはそうなんでしょうけど、建屋の脇を通ったと

きに、今まで通っていないところを通るので、その影響が出てくるのか出てこないのか気に

なりました。 

 

〔東京電力ホールディングス(株)：林田原子力運営管理部放射線管理グループマネージャー〕 

 東京電力の林田からごお答えいたします。いま、発電所構内につきましては、フェイシン

グと言いまして、表面をアスファルトとかモルタルで覆っております。その関係で、だいぶ

表層を流れていきますが、構内の一般排水路にモニターを設置していまして、そこで監視を

しています。 

 そこで、いままで大きく変動したと言うことは、記憶になりますけど、なかったかと思い

ます。 

 

〔工藤委員〕 

 それは、放射能の話ですよね。 

 地下水自体の量が、変わるので、その流れがどう変わったかで、影響はありますか。 

 要するに、地盤沈下とかそのような影響は大丈夫でしょうか。 

 

〔東京電力ホールディングス(株)：渡辺原子力安全・統括部長〕 

 元々流れている地下水が迂回しているので、地盤沈下とかは考えづらいと思います。地下

水がどのくらい影響を受けたのか、という定量的なデータは確認させていただければと思い

ます。 

 

〔議長：佐久間危機管理監〕 

 ほかに、ございますでしょうか。 

 先ほどの今泉委員からのご質問ですが、回答できますでしょうか。 
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〔東京電力ホールディングス(株)：林田原子力運営管理部放射線管理グループマネージャー〕 

 先ほどのご質問につきましては、確認させていただいて、回答させていただきたいと思い

ます。 

 

〔議長：佐久間危機管理監〕 

 わかりました。このご質問については確認いただいた上で、改めてご説明をお願いします。 

 よろしいでしょうか。ではそのようにお願いします。 

 それでは、最後にこの機会に原子力発電所周辺の環境監視全般について、何でも結構です

ので、ご意見等があれば、お願いします。 

 市長よろしいでしょうか。 

 

〔櫻井委員〕 

 はい、結構です。 

  

〔議長：佐久間危機管理監〕 

 村長よろしいでしょうか。 

 

〔品田委員〕 

 ありません。 

 

〔議長：佐久間危機管理監〕 

 ないようですので、本日の議事は全て終了しました。 

これにて本日の会議は終了いたします。 

ありがとうございました。 

 


